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缶であって、
　フランジ部（４）と、
　底部（２）と、
　前記缶の装着状態において間隙内に配置され得る側壁（３）であって、ニッケル成分を
含有する材料から少なくとも部分的になる側壁と、
を備えた缶（１）において、
 前記材料が、５０～５５質量パーセントのニッケル、１７～２１質量パーセントのクロ
ム、２．８～３．３質量パーセントのモリブデン、４．７５～５．５質量パーセントのニ
オブ、０．２～０．８質量パーセントのアルミニウム、０．６５～１．１５質量パーセン
トのチタン、及び残量の鉄を含有するニッケル－クロム合金であって、前記缶は硬化され
ていることを特徴とする缶。
【請求項２】
缶（１）を製造する方法であって、
　前記缶（１）のフランジ部（４）を形成する工程と、
　前記缶の底部（２）を形成する工程と、
　前記缶の装着状態において間隙内に配置可能な、ニッケル成分を含有する材料から少な
くとも部分的になる側壁（３）であって、成形工程によって目標形状にされる側壁（３）
を形成する工程と、
を有してなる方法において、
 前記材料として用いるために、少なくとも５０～５５質量パーセントのニッケル、１７
～２１質量パーセントのクロム、２．８～３．３質量パーセントのモリブデン、４．７５
～５．５質量パーセントのニオブ、０．２～０．８質量パーセントのアルミニウム、０．
６５～１．１５質量パーセントのチタン、及び残量の鉄を含有する、溶体化焼鈍された状
態のニッケル－クロム合金が選択され、熱処理による硬化が成形の後に行われることを特
徴とする方法。
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